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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第58期

第３四半期連結
累計期間

第58期
第３四半期連結
会計期間

第57期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年12月31日

自平成20年10月１日
至平成20年12月31日

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日

売上高 （千円） 30,430,756 8,899,022 45,259,805

経常利益又は経常損失（△） （千円） △52,021 △156,148 2,136,049

四半期（当期）純利益又は四半期純

損失（△）
（千円） △41,148 3,901 1,001,069

純資産額 （千円） － 20,862,223 22,572,130

総資産額 （千円） － 41,002,434 46,273,058

１株当たり純資産額 （円） － 1,850.09 1,994.74

１株当たり四半期（当期）純利益金

額又は１株当たり四半期純損失金額

（△）

（円） △4.21 0.39 102.55

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率（％） （％） － 44.0 42.1

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 209,464 － 5,925,394

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △4,094,609 － △9,718,796

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 2,383,278 － 4,015,401

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） － 1,478,061 3,110,850

従業員数 （人） － 2,112 2,083

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

　      ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　      ３．第58期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第58期第３四半期連結会計期間及び

第57期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 2,112  

　（注）従業員数は就業人員で記載しております。

(2）提出会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 843  

　（注）従業員数は就業人員で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間

(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

自動車部品製造事業（千円） 7,733,631

自動車販売事業（千円） －

合計（千円） 7,733,631

　（注）１．金額は販売価額によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．自動車販売事業は、商品を仕入販売しており生産は行っておりません。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第３四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

自動車部品製造事業 6,781,617 1,708,642

自動車販売事業 － －

合計 6,781,617 1,708,642

　（注）１．金額は販売価額によっております。

２．自動車販売事業は、商品を仕入販売しており生産は行っておりません。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間

(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

自動車部品製造事業（千円） 8,069,623

自動車販売事業（千円） 829,398

合計（千円） 8,899,022

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

は次のとおりであります。

相手先

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

金額（千円） 割合（％）

本田技研工業㈱ 3,170,291 35.6

㈱ホンダトレーディング 1,254,119 14.1

ホンダ　オブ　アメリカ　マニュファク

チュアリング・インコーポレーテッド
1,104,902 12.4

　　　　３．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のであります。

(1）業績の状況

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、９月以降の米国金融危機に端を発した世界経済の悪化によ

り、急激な円高・株安が進むなか未曾有の厳しい状況となりました。

　主要取引先であります自動車業界では、世界経済の悪化による需要の急激な落ち込みが顕著となり、大幅な減産

を余儀なくされました。

　このような状況にあって当社グループは、急激な減産下での要員の再配置や非正規社員の契約更新停止等によ

る労務費の縮減や製造拠点毎の一斉休業による操業費圧縮等を実施し、日・米・タイ３極において改善原資の創

出と経費削減に努めてまいりました。

　当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高につきましては、ロッカーアーム新規立上げ機種における増加はあ

りましたものの、既存ロッカーアームを始め主力製品において軒並み減少し、また、急激な円高に伴う為替換算の

減収影響により、8,899百万円となり、損益につきましては、減収影響や新規立上げに伴う減価償却費等のイニシャ

ルコストの増加、新たな会計基準（棚卸資産の評価に関する会計基準）の適用や法人税法改正に伴う耐用年数の

変更により、営業損失は129百万円、経常損失は156百万円となり、四半期純利益は3百万円となりました。

　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

①自動車部品製造事業

　自動車部品製造事業では、売上高につきましては、ロッカーアーム新規立上げ機種における増加はありましたも

のの、既存ロッカーアームを始め主力製品において軒並み減少し、また、急激な円高に伴う為替換算の減収影響に

より、8,069百万円となり、損益につきましては、大幅な減収影響や新規立上げに伴う減価償却費等のイニシャルコ

ストの増加、会計基準の変更や法人税法改正に伴う影響により144百万円の営業損失となりました。

②自動車販売事業

　自動車販売事業では、新車販売台数では既存車種の減少はありましたが、小型車の新型車効果により437台とな

りました。売上高につきましては、大型車販売の減少の影響により829百万円となり、営業利益は10百万円となり

ました。

　所在地別セグメントの業績は、次のとおりであります。

①日本

　日本では、売上高につきましては、一部アセアン向け２輪部品における増加はありましたものの、主力製品にお

いて軒並み減少し、6,108百万円となりました。損益につきましては、減収影響や新規立上げに伴う減価償却費等の

イニシャルコストの増加、会計基準の変更や法人税法改正に伴う影響により303百万円の営業損失となりました。

②米国

　米国では、売上高につきましては、自動車販売の低迷や円高による為替換算上の減収影響に加え、モデルチェン

ジに伴う既存ロッカーアームの生産終了や素材変更による新規立上げの遅れが重なり1,681百万円となり、営業利

益は22百万円となりました。

③タイ国

　タイ国では、堅調な２輪部品や新規事業のアルミロッカーアームの増加により、現地通貨では増収増益となりま

したものの、円高による為替換算影響により売上高は1,108百万円、営業利益は77百万円となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は 985百万円となりました。主な内訳は、税金等調整前四半期純損失158百万円、減

価償却費 1,114百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は938百万円となりました。主な内訳は、有形固定資産取得による支出1,186百万円

であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は767百万円となりました。主な内訳は、短期借入金の純減額312百万円、長期借入

金返済による支出365百万円であります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、195百万円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,640,000

計 32,640,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

(平成20年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成21年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,763,600 同左　
ジャスダック証券取

引所

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

計 9,763,600 同左　 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月１日～

平成20年12月31日
－ 9,763,600 － 500,190 － 324,233

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において大株主の異動は把握しておりません。

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 2,500 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式　9,760,900 97,609 同上

単元未満株式 普通株式 200  － －

発行済株式総数 9,763,600 － －

総株主の議決権 － 97,609 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数20個が含まれております。

②【自己株式等】

　 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対する所
有株式数の割合（％）

田中精密工業株式会社
富山県富山市新庄本

町二丁目７番10号
2,500 － 2,500 0.03

計 ― 2,500 － 2,500 0.03

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 1,185 1,160 1,200 1,180 952 925 712 630 567

最低（円） 1,011 1,000 1,030 890 836 661 510 440 465

　（注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,591,847 3,263,572

受取手形及び売掛金 4,561,329 5,103,192

有価証券 71,732 71,661

商品 210,622 261,777

製品 946,709 1,143,261

原材料 1,245,973 1,331,663

仕掛品 1,273,197 1,444,511

貯蔵品 1,129,346 956,081

その他 1,398,213 1,467,771

貸倒引当金 △3,964 △3,199

流動資産合計 12,425,008 15,040,293

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 5,721,148

※1
 5,278,571

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 16,462,319

※1
 12,726,966

土地 2,582,340 2,503,375

その他（純額） ※1
 1,286,990

※1
 7,621,127

有形固定資産合計 26,052,798 28,130,040

無形固定資産

その他 100,655 94,015

無形固定資産合計 100,655 94,015

投資その他の資産

投資有価証券 1,651,381 2,424,381

その他 802,127 613,863

貸倒引当金 △29,536 △29,536

投資その他の資産合計 2,423,971 3,008,708

固定資産合計 28,577,426 31,232,764

資産合計 41,002,434 46,273,058
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,440,050 6,501,885

短期借入金 5,957,931 6,113,528

未払法人税等 41,253 291,910

引当金 35,550 47,400

その他 4,630,256 6,273,550

流動負債合計 13,105,042 19,228,275

固定負債

長期借入金 4,430,000 2,094,152

退職給付引当金 1,696,731 1,345,975

その他の引当金 219,625 208,460

その他 688,811 824,065

固定負債合計 7,035,168 4,472,652

負債合計 20,140,211 23,700,927

純資産の部

株主資本

資本金 500,190 500,190

資本剰余金 324,233 324,233

利益剰余金 17,332,782 17,530,107

自己株式 △2,478 △2,478

株主資本合計 18,154,727 18,352,053

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 328,511 816,063

為替換算調整勘定 △424,454 302,593

評価・換算差額等合計 △95,943 1,118,656

少数株主持分 2,803,439 3,101,420

純資産合計 20,862,223 22,572,130

負債純資産合計 41,002,434 46,273,058
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 30,430,756

売上原価 27,463,741

売上総利益 2,967,015

販売費及び一般管理費 ※
 3,057,475

営業損失（△） △90,459

営業外収益

受取利息 6,884

受取配当金 43,472

スクラップ収入 138,752

その他 40,950

営業外収益合計 230,060

営業外費用

支払利息 182,280

その他 9,341

営業外費用合計 191,622

経常損失（△） △52,021

特別利益

固定資産売却益 3,918

特別利益合計 3,918

特別損失

固定資産除却損 16,161

たな卸資産評価損 3,979

投資有価証券評価損 6,058

役員退職慰労金 500

特別損失合計 26,699

税金等調整前四半期純損失（△） △74,802

法人税等 △192,886

少数株主利益 159,233

四半期純損失（△） △41,148
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 8,899,022

売上原価 8,037,068

売上総利益 861,953

販売費及び一般管理費 ※
 991,665

営業損失（△） △129,712

営業外収益

受取利息 270

受取配当金 13,473

スクラップ収入 21,345

その他 14,254

営業外収益合計 49,344

営業外費用

支払利息 73,562

その他 2,218

営業外費用合計 75,781

経常損失（△） △156,148

特別利益

固定資産売却益 2,598

特別利益合計 2,598

特別損失

固定資産除却損 646

投資有価証券評価損 4,376

特別損失合計 5,022

税金等調整前四半期純損失（△） △158,572

法人税等 △180,597

少数株主利益 18,122

四半期純利益 3,901
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △74,802

減価償却費 3,274,459

貸倒引当金の増減額（△は減少） 764

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △11,850

退職給付引当金の増減額（△は減少） 350,756

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11,165

受取利息及び受取配当金 △50,357

支払利息 182,280

有形固定資産売却損益（△は益） △3,918

有形固定資産除却損 16,161

投資有価証券評価損益（△は益） 6,058

役員退職慰労金 500

その他の営業外損益（△は益） △170,361

売上債権の増減額（△は増加） 343,452

たな卸資産の増減額（△は増加） 72,151

仕入債務の増減額（△は減少） △2,858,581

その他の流動資産の増減額（△は増加） 269,981

その他の流動負債の増減額（△は減少） △771,074

たな卸資産評価損 3,979

その他 3,056

小計 593,822

利息及び配当金の受取額 50,943

利息の支払額 △174,698

その他営業外収益受取額 181,197

その他営業外費用支払額 △8,234

役員退職慰労金の支払額 △500

法人税等の支払額 △433,065

営業活動によるキャッシュ・フロー 209,464

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △20,298

有価証券の売却による収入 20,316

有形固定資産の取得による支出 △4,840,560

有形固定資産の売却による収入 688,750

補償金による収入 14,223

投資有価証券・関係会社株式の取得による支出 △39,854

定期預金の預入による支出 △41,800

定期預金の払戻による収入 80,000

無形固定資産・その他投資取得による支出 △22,709

その他投資売却による収入 67,323

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,094,609

財務活動によるキャッシュ・フロー
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

短期借入金の純増減額（△は減少） 205,952

長期借入れによる収入 2,548,840

長期借入金の返済による支出 △149,378

キャピタルリース負債返済による支出 △40,516

配当金の支払額 △156,023

少数株主への配当金の支払額 △25,596

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,383,278

現金及び現金同等物に係る換算差額 △130,923

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,632,789

現金及び現金同等物の期首残高 3,110,850

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,478,061
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

　 の変更

　 たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産

については、従来、主として総平均法に

よる原価法によっておりましたが、第１

四半期連結会計期間より「棚卸資産の

評価に関する会計基準」（企業会計基

準第９号　平成18年７月５日）が適用さ

れたことに伴い、主と　　して総平均法に

よる原価法（貸借対照　表価額について

は収益性の低下に基づ　く簿価切下げの

方法）により算定しております。

　これにより、当第３四半期連結累計期

間の売上総利益が127,750千円減少し、

営業損失及び経常損失が127,750千円、

税金等調整前四半期純損失が131,730千

円それぞれ増加しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、

当該箇所に記載しております。
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当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

 (2）リース取引に関する会計基準の適用

  所有権移転外ファイナンス・リース　

取引については、従来、在外連結子会社

２社が、通常の売買取引に係る方法に準

じた会計処理によっており、それ以外

は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じ

た会計処理によっておりましたが、

「リース取引に関する会計基準」（企

業会計基準第13号（平成５年６月17日

（企業会計審議会第一部会）、平成19年

３月30日改正））及び「リース取引に

関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第16号（平成６年１月

18日（日本公認会計士協会　会計制度委

員会）、平成19年３月30日改正））が平

成20年４月１日以後開始する連結会計

年度に係る四半期連結財務諸表から適

用することができることになったこと

に伴い、第１四半期連結会計期間からこ

れらの会計基準等を適用し、通常の売買

取引に係る会計処理によっております。

　なお、リース取引開始日が適用初年度

開始前の所有権移転外ファイナンス・

リース取引については、引き続き、通常

の賃貸借取引に係る方法に準じた会計

処理を適用しております。

　これにより、当第３四半期連結累計期

間の売上総利益、営業損失、経常損失及

び税金等調整前四半期純損失に与える

影響はありません。

　なお、セグメント情報に与える影響は

ありません。

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．棚卸資産の評価方法 　当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の

算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四

半期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎と

して合理的な方法により算出する方法に

よっております。

  また、当第３四半期連結会計期間末の棚

卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の

低下が明らかなものについてのみ正味売却

価額を見積もり、簿価切下げを行う方法に

よっております。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．税金費用の計算 　四半期連結会計期間に係る法人税等につ

いては、当第３四半期連結会計期間を含む

年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗

じて計算する方法によっております。

　なお、法人税等調整額は法人税等に含めて

表示しております。

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、従

来、機械及び装置の耐用年数を４～10年としておりまし

たが、第１四半期連結会計期間より４～９年に変更しま

した。これにより、当第３四半期連結累計期間の売上総利

益が145,878千円減少し、営業損失、経常損失及び税金等調

整前四半期純損失が146,486千円それぞれ増加しておりま

す。

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載

しております。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、35,808,077千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、33,515,861千円で

あります。

　２　保証債務

従業員の金融機関からの借入金に対し債務保証を

行っております。

従業員16名 9,283千円

　２　保証債務

従業員の金融機関からの借入金に対し債務保証を

行っております。

従業員24名 9,301千円
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（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

従業員給与・賞与 775,078千円

役員賞与引当金繰入額       35,550千円

退職給付費用 50,119千円

役員退職給与引当金繰入額 15,165千円

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

従業員給与・賞与        239,906千円

役員賞与引当金繰入額 11,850千円

退職給付費用 12,919千円

役員退職給与引当金繰入額 5,025千円

研究開発費 190,384千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

現金及び預金勘定 1,591,847千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △113,786千円

現金及び現金同等物 1,478,061千円

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年
12月31日）
　１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  9,763,600株

　２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  2,574株

　３．配当に関する事項

（1）配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月20日
定時株主総会

普通株式 78,088 ８  平成20年３月31日  平成20年６月23日
利益剰余

金

平成20年10月21日
取締役会

普通株式 78,088 ８  平成20年９月30日  平成20年11月26日
利益剰余

金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
自動車部品
製造事業
（千円）

自動車販売
事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1)外部顧客に対する売上高 8,069,623 829,398 8,899,022 － 8,899,022

(2)セグメント間の内部売上高又は振

替高
－ 2,580 2,580 (2,580) －

計 8,069,623 831,979 8,901,602 (2,580) 8,899,022

営業利益又は営業損失（△） △144,155 10,707 △133,447 3,735 △129,712

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
自動車部品
製造事業
（千円）

自動車販売
事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1)外部顧客に対する売上高 27,761,001 2,669,755 30,430,756 － 30,430,756

(2)セグメント間の内部売上高又は振

替高
－ 9,378 9,378 (9,378) －

計 27,761,001 2,679,134 30,440,135 (9,378) 30,430,756

営業利益又は営業損失（△） △144,323 43,261 △101,062 10,602 △90,459

　（注）１．事業区分は、製品及び販売市場等の類似性に基づいております。

２．各区分の主要な製品

(1）自動車部品製造事業…自動車４輪及び２輪のエンジン部品、ミッション部品、シャーシ部品

(2）自動車販売事業………自動車４輪新車及び中古車

３．営業費用は全て、各セグメントに賦課しており、配賦不能営業費用はありません。

４．会計処理方法の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１.（1）に記載のとおり、第１四半期

連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用

しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業損失

が、「自動車部品製造事業」で127,750千円増加しております。

５．追加情報

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社及び国内連結子会社は、従来、機械及び装置の耐用年数を４～10年としておりましたが、法人税法の改

正に伴い、第１四半期連結会計期間より４～９年に変更しました。この変更に伴い、従来の方法によった場合

に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業損失が、「自動車部品製造事業」で146,486千円増加しておりま

す。
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【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
日本
（千円）

米国
（千円）

タイ国
（千円）

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1)外部顧客に対する売上高 6,108,952 1,681,127 1,108,941 8,899,022 － 8,899,022

(2)セグメント間の内部売上高又は振

替高
－ － － － － －

計 6,108,952 1,681,127 1,108,941 8,899,022 － 8,899,022

営業利益又は営業損失（△） △303,986 22,633 77,864 △203,488 73,775 △129,712

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
日本
（千円）

米国
（千円）

タイ国
（千円）

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1)外部顧客に対する売上高 20,684,169 6,238,578 3,508,007 30,430,756 － 30,430,756

(2)セグメント間の内部売上高又は振

替高
－ － 133 133 (133) －

計 20,684,169 6,238,578 3,508,141 30,430,890 (133) 30,430,756

営業利益又は営業損失（△） △839,935 120,502 387,376 △332,057 241,597 △90,459

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

　　　　２．営業費用は全て、各セグメントに賦課しており、配賦不能営業費用はありません。

３．会計処理方法の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１.（1）に記載のとおり、第１四半期

連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用

しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間における「日

本」の営業損失が、127,750千円増加しております。

４．追加情報

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社及び国内連結子会社は、従来、機械及び装置の耐用年数を４～10年としておりましたが、法人税法の改

正に伴い、第１四半期連結会計期間より４～９年に変更しました。この変更に伴い従来の方法によった場合

に比べて、当第３四半期連結累計期間における「日本」の営業損失が、146,486千円増加しております。
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【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 米国 タイ国 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 1,681,127 1,108,941 2,790,069

Ⅱ　連結売上高（千円） － － 8,899,022

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高

の割合（％）
18.9 12.5 31.4

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 米国 タイ国 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 6,238,578 3,508,007 9,746,586

Ⅱ　連結売上高（千円） － － 30,430,756

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高

の割合（％）
20.5 11.5 32.0

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

　その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日に比

べて著しい変動が認められます。

１．その他有価証券で時価のあるもの 　

 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照

表計上額（千円）
差額（千円）

(1）株式 921,355 1,474,255　 552,899　

(2）債券    

国債・地方債等 －　 －　 －　

社債 －　 －　 －　

その他 －　 －　 －　

(3）その他 －　 －　 －　

合計 921,355　 1,474,255　 552,899　

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額           1,850.09　円 １株当たり純資産額 　1,994.74円

２．１株当たり四半期純利益（純損失）金額等

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額    4.21　円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 0.39円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　（注）　１株当たり四半期純利益（純損失）金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純利益（純損失△）（千円） △41,148 3,901

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（純損失△）

（千円）
△41,148 3,901

期中平均株式数（株） 9,761,026 9,761,026
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

平成20年３月31日以前の、所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に

準じて処理を行っておりますが、当第３四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に

比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

２【その他】

　平成20年10月21日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次の通り決議いたしました。　

 （イ）中間配当による配当金の総額……………………78,088千円

 （ロ）１株当たりの金額…………………………………８円00銭

 （ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成20年11月26日

　（注）　平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

田中精密工業株式会社(E02241)

四半期報告書

26/27



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月９日

田中精密工業株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 金田　賢二　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中川　敏裕　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている田中精密工業株式会

社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成

20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、田中精密工業株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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